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電子メーJL
インターネット!と挑臨

6月4白から始まつだ IT講習会。第 1講

座初日には受講申込をした20名全員が出席。

マウスの使い方から、インターネットを利用

してのホムペジ検索や電子メルの送受

信などが行われ、特巴隣の受講者や、携帯電

話とのメールのやりとりの時間では、辺りが

静まりかえるほど真剣そのものでしだ。

講座C空あり。詳しくは6ペ ジ参照。



「公職選挙法Jの一部が改正され、 2001年夏に予定され

ている参議院通常選挙から議員定数の削減と非拘束名

簿式比例代表制が適用されることとなりました。変わります。

挙異院21世紀の

定
数
が
変
わ
る

-
参
議
院
議
員
の
定
数
が
削
減
さ

れ
ま
し
た
。

参
議
院
議
員
の
定
数
が
2
5
2

人
か
ら
2
4
2
人
へ
削
減
さ
れ
ま

す。これまで 一→ d寸:.. f表
比例代表 100人 一+ 96人

選 挙 区 152人 一+ 146人

総 λ ..... ι 『 数 252人 一+ 242人

， 

-平成13年、 1s年の2回の通常選挙の際に5人ずつ削減されます。

.各選挙では、定数の半数ずつ改選されます。

.選挙区の議員定数は、岡山県、熊本県、鹿児島県がそれぞれ2人

(改正前各4人)に削減されます。北海道の選挙区の定員は従来ど

おり 4人のままです。

4・• 

参
議
院
比
例
代
表

選
挙
の
選
挙
運
動

し
、
立
候
補
制
限
と
い
う
制
裁
を

科
す
制
度
で
す
。
参
議
院
比
例
代

表
選
挙
で
は
、
候
補
者
個
人
の
た

め
に
行
う
選
挙
運
動
に
連
座
制
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
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-
新
た
に
候
補
者
個
人
の
選
挙
運

動
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

非
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
へ

の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
政

党
に
よ
る
選
挙
運
動
の
ほ
か
、
新

た
に
、

候
補
者
個
人
の
選
挙
運
動

(
は
が
き
日
万
枚
、
ビ
ラ
お
万
枚
H

2
種
類
、
ポ
ス
タ
ー

7
万
枚
、
街

頭
演
説
な
ど
)
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

-
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
で
も
連

座
制
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

連
座
制
と
は
、
候
補
者
や
立
候

補
予
定
者
と
二
定
の
関
係
の
あ
る

人
が
、
買
収
罪
な
ど
の
罪
を
犯
し
、

刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
、
候
補
者

や
立
候
補
予
定
者
本
人
に

つ
い

て
、
そ
の
選
挙
の
当
選
を
無
効
と

選

不
自
由
な
方
や
階
段
の
昇
降
が
大

変
な
方
に
は
、
職
員
が
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
投
票
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
の
時
期
、
方

法
そ
の
他
選
挙
に
つ
い
て
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い。

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

-
不
在
者
投
票
、
が
便
利
で
す
。

今
回
の
選
挙
に
お
い
て
も
、
午

後
8
時
ま
で
不
在
者
投
票
が
で
き

る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
不
在

者
投
票
所
は
役
場
2
階
中
会
議
室

と
な
る
予
定
で
す
が
、
か
ら
だ
の

| ・『非拘束名簿式』の選挙のしくみ l 

ー草萱長ヨ
有権者は、名簿に記

載された候補者名を投

票用紙に記載して投票し苦す。ただし 候

補者名に代えて政党名を記載して投票する

ととができます。

党
で

。

政

い

す

耳
打
ゆ
ま

た
け
出

¥
J〆
満
付
け

一日

一
在
を
届

一
・一

件
位
巷

一回
一

要
順
簿

一劃

一
の
選
名

司
J

一
定

当

者

一腹
二

、補

4
J
L

は

候

00党候補者
個人の得票叡一一

し

み

く

挙

-
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
は
非
拘

束
名
簿
式
と
な
り
ま
し
た
。

1墨

反

こ
れ
ま
で
の
参
議
院
比
例
代
表

選
挙
は
、
あ
ら
か
じ
め
政
党
の
側

で
候
補
者
の
当
選
順
位
を
決
め
て

お
く
方
式
(
拘
束
名
簿
式
)
で
有

権
者
は
政
党
名
を
記
載
し
て
投
票

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
新
た
に
導
入
さ

れ
た
非
拘
束
名
簿
式
は
、
名
簿
で

は
当
選
順
位
は
決
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。有
権
者
が
候
補
者
名
ま
た
は
政

党
名
の
い
ず
れ
か
を
記
載
し
て
投

票
す
る
方
式
で
あ
る
た
め
、
有
権

者
は
当
選
さ
せ
た
い
候
補
者
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

• • 

明るい選挙のイメージキャラクタ

選挙のめいすいくん

「みんなの一票大切にリ

…ゐ包

.問い合わせ先

今金町選挙管理委員会

82-0111 

ムム党 300万票
固ム野ム代 90万票

固ム水6- 70万票
ムホム子 50万票
ム中ム治 30万票

政党名の授票 60万票

2人当選

(盃蓬瓦否決め方lま・・・〕
¢政党の総得票数1こ基づいて 「ドン ト方式J(;主)により、各政党の当選人の数b畏
ま口ます。なお 政党の総得票数は候補者個人の得票と政党名配専票者合算したも

のとします。[注] ドン卜方式比例代表選挙における当選人の決定方式。政党の得

票数を1か己順に整数で割り、その商
の大きい順に政党に議席を与える。

考案者である法学者ドント (ベルギ

)の名に古なむ。
②告政党に配分された当選人の数の

芯かで 得票数のもっとも多い候補

者b¥6順次当選人が決苦ります。
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。結果

00党 400万票
固 0山01.<; 120万票
固 0田O江 1∞万票
固 O忠O邸 80万票
0/110子 60万票

政党名の授票 40万票

3人当選



保険税率(医療分)を

据え置きとして

負担軽減を図る

例算積

F 
J・a

P} 

《例1))世帯に 1人も介護保険被保険者がいない場合

・世帯構成

仰

~ J 

今
金
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
が
6

月
定
例
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
、
表
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
率
(
医
療
分
)
の
税
率
決

定
つ
き
ま
し
て
は
、
基
準
所
得
が
前
年
に
比

べ
7
千
2
百
万
円
、

3
・
5
%
の
減
に
な
る

と
い
う
厳
し
い
経
済
情
勢
の
な
か
で
財
政
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
等
に
よ
り
、
税
率
(
医
療

分
)
を
据
え
置
き
と
し
、
前
年
度
よ
り
1
世
帯

当
た
り
平
均
l
万
1
千
円
、
-
人
当
た
り
平

均
3
千
円
ほ
ど
皆
様
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま

し
た
。ま
た
、
介
護
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
が

支
払
基
金
に
収
め
る
介
護
納
付
金
の

2
分
の

l
を、

ω歳
か
ら
倒
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯
主
に
、
医
療
分

と
併
せ
て
昨
年
度
よ
り
納
税
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
-
人
当
た
り
負
担
金
が
全
国

一
律

で
3
、

5
1
0
円
(
口
・

1
%
)
の
伸
び
が
あ

っ
た
こ
と
こ
ら
、
介
護
分
の
税
率
を
改
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
前
年
度
よ
り
1
世
帯
当
た
り

千
百
円
の
増
、

-
人
当
た
り
8
0
0
円
ほ
ど

の
増
と
な
り
応
能
割
・

応
益
割
に
て
税
率
が

下
記
表
の
と
お
り
改
正
と
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

d 

4・

O 

" 
• 

-， 
子供2名

3. 150. 000円で固定資産税額(平成13年度)150.000円

世帯主 (35歳)

世帯全員の基準総所得

・医療保険分.

《所得割)) 3. 150. 000円X5.7% (税率)= 179.550円 。。 ①

《資産割)) 150. 000円X47.8%(税率)ニ 71.700fIJ ② 

《均等割)) (1人当たり)23.800円X4名=95.200円ー ③ 

《平等割)) (1世帯当たり)41. 400円 …④ 

①+②+③+④=387.800円 (医療保険分合計) ー⑤(百円未満切り捨て)

《例2))世帯に介護保険被保険者2号 (40歳以上64歳未満)と 1号 (65歳以上)が各1人いる場合
・世帯構成

国民健康保険税(医療分)表【据え置き】

区 分 平成13年度 平成12年度 増 減

応 所 千号 割 額 100分の 5.70 100分の 5.70 。
医 税

自巨 資 産 割 額 100分の47.80 100分の47.80 。

療
率
応 均等割(1人当たり) 23. 800円 23， 800円 。円

分
益 平等割(1世帯当たり) 41，400円 41，400円 。円

限 度 額 530， 000円 530， 000円 。円

保険税 1 世帯当たり 164， 924円 176， 227円 ム11，303円

(平均) 1 人 当 た り 68， 122円 71，150円 ム 3，028円

• 
• • 

、，、，、

' 

母 (67歳)
1号被保険者

~ ....... 

子供 1名

-医療保険分. 基準総所得、固定資産税額《例 1))と同じ場合

387， 800円⑤(医療保険分)に介護保険分(2号被保険者)が加わります。

ーー

'‘ 
妻 (38歳)

.#J 

-
7
 ご壬

世帯主 (42歳)
2号被保険者

} 

区 分 平成13年度 平成12年度 増 減

手見
応 所 f専 割 額 100分の O.71 100分の 0.57 100分のO.14 

医 ム日~ 資 産 割 額 100分の 6.00 100分の 6.00 。

療 応均等割(1人当たり) 5， 200円 4，800円 400円

分
率益平等割(1世帯当たり) 5，700円 5， 500円 200円

限度額 70，000円 70， 000円 。円

保険税 l 世帯当たり 25， 009円 23， 862円 1， 147円

(平均) l 人 当 た り 16， 878円 16，053円 825円

国民健康保険税(介護保険分)表【改正】• .介護保険分.

《所得割)) 3， 150， 000円X0.71 % (税率)ニ22.365円。 0 ・⑥

《資産割)) 150. 000円X6.00% (税率)= 9，000円 ⑦ 

《均等割)) (1人当たり)5， 200円X1名=5.200円 。.③

《平等割>> (1世帯当たり)5， 700円 ー⑨

(4) 

/ 

⑥+⑦+⑧+⑨ニ42.200円(100円未満切捨) ー ⑩ 

合計(医療保険分⑤+介護保険分⑩)387，800円+42，200円 =430，000円

※母の介護保険料(1号被保険者)は年金から天引されます。

〕民d〔



時代を越えて

世代を越えて

村さん

森さん

「
今
会
企

6
月
2
日
、
今
村
藤
次
郎
氏
と

と
も
に
今
金
町
市
街
地
の
開
拓
の

祖
で
あ
る
金
森
石
郎
氏
の
孫
に
あ

た
る
金
森
義
弘
さ
ん
(
現
山
形
県

副
知
事
)
が
ご
家
族
方
と
供
に
来

町
し
ま
し
た
。
町
内
階
川
に
在
住

の
今
村
由
井
子
さ
ん
が
今
村
藤
次

郎
氏
の
子
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

時
代
と
世
代
を
越
え
金
森
さ
ん
と

再
会
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
村
さ
ん
と
金
森
さ
ん
が
今
金
の

地
で
会
う
の
は
、
明
治
幻
年

(
1

8
9
4
)
以
来
実
に
川
年
ぶ
り
の

こ
と
で
し
た
。
両
氏
の
再
会
を
記

念
し
デ
・
モ
1
レ
ン
前
に
町
木
で

あ
る
イ
チ
イ
の
木
を
植
樹
し
ま
し

た。
金
森
さ
ん

一
行
は
、
町
内
を
一

円
後
今
村
さ
ん
の
お
宅
に
立
ち
寄

り
、
祖
父
石
郎
さ
ん
の
当
時
の
写

真
を
拝
見
す
る
な
ど
、
今
村
さ
ん

と
の
昔
話
に
話
が
尽
き
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。

金
森
さ
ん
は
山
形
県
の
副
知
事

と
い
う
要
職
に
就
か
れ
て
お
り
、

大
変
お
忙
し
い
中
妻
の
敏
子
さ

ん
、
五
十
嵐
伸
一
郎
さ
ん
と
朋
子

さ
ん
の
息
子
夫
妻
、
金
森
さ
ん
の

お
父
さ
ん
と
学
生
時
代
か
ら
親
交

の
厚
か
っ
た
小
嶋
源
吉
さ
ん
と
息

子
の
信

一
さ
ん
の

6
名
で
私
的
に• • 

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

行政相談員

生
亀

き
よ
え

苦
情
や
要
望
に
昨
年

6
月
間
日
、
東
京
都
の
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
行
政
相

談
委
員
制
度
刊
周
年
記
念
式
典
が

行
わ
れ
、
皇
太
子
殿
下
が
ご
臨
席

す
る
中
、
片
山
総
務
大
臣
か
ら
行

政
相
談
員
の
生
亀
き
よ
え
さ
ん
が

表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

生
亀
さ
ん
は
、
昭
和
白
年
4
月

よ
り
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
行

政
機
関
等
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
り

苦
情
や
要
望
の
相
談
業
務
に

M
年

に
わ
た
り
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
式

典
で
皇
太
子
殿
下
と
お
会
い
に
な

ら
れ
た
と
き
は
、
目
頭
が
熱
く
な

っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
生
亀
さ
ん
は
北
海
道
管

区
行
政
民
察
局
長
か
ら
、
平
成
元

年
に
は
感
謝
状
を
、
平
成
問
年
に

は
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

さ
ん

(77歳)

ゑ
む
北
1
1
t
h
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2
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行
政
相
談
委
員
と
は
っ

行
政
相
談
委
員
と
は
役
所
と

皆
さ
ん
の
パ
イ
プ
役
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
、
年
金
、
老
人

保
健
、
福
祉
、
道
路
、
登
記
、
郵

便
・
貯
金
、
消
費
者
保
護
、
雇

用
保
険
、
役
所
の
窓
口
サ
ー
ビ

ス
等
の
相
談
を
お
受
け
い
た
し

ま
す
。

来
町
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

一
行
は
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
に

宿
泊
し
翌
日
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

今
金
町
の
町
名
由
来

「{干
今
金
」
の
土
地
は
開
拓
の

先
駆
者
で
あ
る
今
村
藤
次
郎
氏
・

金
森
石
郎
氏
の
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
か
ら

2
人
の
姓
の

頭
文
字
を
と
り

「今
金
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

金森石郎氏 今村藤次郎氏

(1 866年~1909年) (1 870年~1952年)

今村氏と一緒に入地し開拓の 早稲田大学政治科卒業後、明

鍬を入れました。当時の今金は 治26年(1893)年4月北海道を開

一面の原始林で道もなく、毎日 拓する目的で金森石郎氏外2名
が想像を絶する労働と苦しい生 と15戸の移住民を伴い開墾に着

活の連続でした。こうした悪条 手し、私財を投じて経営にあた

件下の苦闘で健康を筈した金森 りました。

氏は翌年山形に引き上げること

になりました。

めざせ全道
今中野球部

こ
の
と
こ
ろ
の
、
今
金
中
学
校

の
活
躍
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
4
月
お
日
か
ら
日
日
の

聞
に
、
上
磯
、
長
万
部
、
共
和
、
伊

達
、
森
、
大
成
が
参
加
し
行
わ
れ

た
近
隣
中
学
校
と
の
練
習
試
合
で

は
、
全
道
大
会
に
出
場
し
て
も
お

か
し
く
な
い
よ
う
な
強
豪
中
学
校

を
相
手
に

4
勝
2
敗
1
分
と
い
う

成
績
で
、
続
く

5
月
初
日
、
今
金

町
を
会
場
に

8
校
が
参
加
し
行
わ

れ
た
近
隣
町
村
中
学
校
野
球
大
会

に
お
い
て
優
勝
。

6
月
9
・

ω日

に
江
差
町
で
管
内
か
ら
は
校
が
参

加
し
行
わ
れ
た
、
檎
山
建
設
協
会

杯
野
球
大
会
に
お
い
て
も
見
事
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

4
・
6
・
7
・
B

ま
だ
受
け
ら
れ
ま
す

自
治
省
が
行
う
円
講
習
は
、
パ

ソ
コ
ン
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人

を
対
象
に
げ
講
習
を
行
い
、
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら
文
書
作

成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ

ー
ル
の
利
用
な
ど
、
満
初
歳
以
上

の
成
人
を
対
象
に
ロ
時
間
の
講
習

を
受
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の

で
す
。こ
の
主
旨
に
基
づ
き
、
町
で
も

夜
間
・
休
日
・
昼
間
と

3
パ
タ
ー

ン
の
時
開
設
定
で
全
8
講
座
を
予

定
し
、
町
内
各
戸
配
布
や
新
聞
折

込
チ
ラ
シ
で
周
知
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
全

8
講
座
の
定
員

削
名
に
対
し
川
名

(
6
月
8
日
現

在
)
の
申
込
が
あ
り
、
既
に
第
1
・

2
・
3

・
5
講
座
に
つ
い
て
は
修

了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
講
座
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
定
員
に
達
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。

• • こ
の
状
況
に
チ

l
ム
を
率
い
る

塩
崎
監
督
は

「今
年
の
チ

l
ム
は

と
に
か
く
、
野
球
が
好
き
な
生
徒

が
多
く
野
球
を
楽
し
ん
で
い
る
。

数
年
前
ま
で
は
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
汚

す
生
徒
が
殆
ど
い
な
か
っ
た
。
父

兄
が

一
生
懸
命
で
協
力
的
な
の
が

何
よ
り
で
す
。
」
と
話
す
。

ぜ
ひ
と
も
、
全
道
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
、
全
道
大
会
で
活

躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ガ
ン
バ
レ

グ
今
中
野
球
部
。
1

練
習
中
の
様
子
。
と
き
ど
き
見
せ
る

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
で
ユ

ニ
ホ
ー
ム
は

泥
だ
ら
け
。
(
6
/
川
)
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9 :00-12:00 (余裕あり)

9 :00-16:00 (若干名の空)

(月)-19 (木)18:30-21 :30 (若干名の空)

(木)13:00-16:00 (余裕あり)

受講をご希望の方は

役場企画振興課までお申し込みください0

B2-0111 内線 13 2 

7月30日(月)-8月2日(木)

B月6日

7月26日(木).27日(金)

(月)-9日

7月16日第4講座

第6講座

第 7講座

第8講座

注意 今回の講習では「ワード」や

「一太郎」などのワープロソフト、

「エクセル」や「ロータスJなどの

表計算ソフトの操作については行

っておりません。

ITとはワ

(lnformal ion Technology)の略。

日本語で情報技術を意味します。

H
A
7
金
し
あ
わ
せ
号
“

渡
島
信
用
金
庫
か
ら
寄
付
金

6
月
は
目
、
創
立

ω周
年
社
会

貢
献
助
成
事
業
と
し
て
、
渡
島
信

用
金
庫
(
本
庖
・
森
町
、
理
事
長

伊
藤
新
士
口
)
か
ら
町
に

5
0
0
万

円
の
小
切
手
が
寄
付
さ
れ
ま
し

た。
渡
島
信
用
金
庫
の
地
元
総
代
の

方
々
か
ら
事
業
つ
い
て
の
要
望
の

有
無
を
事
前
に
打
診
さ
れ
て
い
た

町
で
は
、
こ
の
寄
付
金
を
基
に

H

今
金
し
あ
わ
せ
号
u

と
名
付
け

た
研
修
バ
ス
を
整
備
す
る
予
定
で

す。
パ
ス
は
犯
人
乗
で
生
活
・
生
産
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
研
修
・
交
流

事
業
に
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

〕マf〔



町
で
行
っ
て
い
る
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
の

一
環
と
し
て
、
今
年

も
道
道
八
雲
今
金
線
の
花
墳
に
5

4
3
0
本
の
花
の
世
間
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。
花
は
今
金
高
等
養
慾
学

校
3
年
生
川
名
、
楠
山
北
高
等
学

校
内
同
業
生
活
科
2
・
3
年
生
日
名

の
生
徒
達
と
町
内
会
、
日
赤
奉
仕

団
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
サ
ル
ビ

ア
、
マ
リ

l
ゴ
ー
ル
ド
、
ペ
チ
ユ

ニ
ア
が
植
え
ら
れ
、
道
路
沿
い
を

彩
り
ま
し
た
。

一
度
、
足
を
休
め
て
ご
覧
に
な

っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

主lE
雲|主

義|遣

⑨⑨ 

交
通
安
全
を
願
う

(8) 

園

「
緑
と
夢
の
丘

E
公
園
祭
り
」

スピードダウン

シートベルト

今
金
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会

今
金
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会

総
会
が

6
月
1
日
役
場
で
行
わ

れ
、
今
年
の
重
点
目
標
と
し
て
「地

域
活
動
の
推
進
強
化
」
「
子
供
・
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
啓
発
運
動

の
推
進
」
を
大
き
な
柱
と
し
て
掲

げ
て
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
今
金
八
幡

神
社
に
お
い
て
交
通
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
、
各
職
場
や
団
体
を
代

表
す
る
祁
進
委
員
が
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
願
い
ま
し
た
。

町
の
平
成
ロ
年
の
交
通
事
故
状

況
を
見
る
と
、
死
者
数
が
2
名
、
傷

者
数
が
別
名
と
前
年
よ
り
も
増
加

す
る
と
い
う
大
変
残
念
な
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で

は
な
く
歩
行
者
も
、
も
う
一
度
交

通
安
全
に
対
し
て
の
意
識
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
北
海
道
で
は
『
交
通
事

故
死
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
北
海
道
』

を
実
施
し
多
発
す
る
死
亡
事
故
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
交
通
指
導

取
締
等
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

自
治
会
主
催
で
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
こ
の
お
祭
り
は
、

ち
ょ
う
ど
田
植
え
も
一
段
落

し
た
頃
に
地
域
の
人
が
集
ま

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が

金
原
小
学
校
体
育
館
に
は
地

域
の
人
が
大
勢
詰
め
か
け
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
に
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
、
開
校
∞
周
年
を
迎
え
る

金
原
小
学
校
で
は
、
子
供
の
た
め

に
学
校
環
境
を
よ
り
良
い
も
の
に

し
よ
う
と
、

P
T
A
や
開
校
川
周

年
記
念
祝
賀
協
賛
会
の
役
員
が
合

同
で
、
遊
具
の
整
備
や

ω周
年
の

看
板
等
の
設
世
に
取
り
組
み
ま
し

た。
整
備
作
業
に
は
、
約
初
名
が
農

作
業
の
合
間
を
ぬ
っ
て
か
け
つ
け

ま
し
た
。
錆
落
と
し
か
ら
ペ
ン
キ

塗
り
と
一
連
の
作
業
を
終
え
た
遊

具
や
看
板
は
、
見
違
え
る
ほ
ど
絹

麗
に
な
り
ま
し
た
。

8
月
日
日
に

予
定
さ
れ
て
い
る
記
念
祝
賀
式
典

に
向
け
、
地
域
の
雰
囲
気
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

o.u 

計

件
名
名

末

は

0
は

四
月kd
 

※55浬動(スピードダウンーシートベ
ルト着用)で交通事故を未然に防ごう l

交通事故死ゼロ日数 239日

開校100周年間近!
金原小学校で環境整備進む

今金町の
交通事故発生状況

生
件
名
名

発

2
0
2

月にU
発生件数
死 者数
傷者数。

• 

• 

• 

6月9、10日の2日間にわたり札幌市内で行わ

れた全道YOSAKOIソーラン祭り。今年で5回目の

参加となる「今金夢追人」チームは、実行委員長

の水野進さんを中心に総勢50人が参加し今金町の

存在をアピールしてきました。

曲から振り付けまで全て自分たちで考えてきた

今年の踊り。練習に練習を積み重ね、大勢の見物

客が見守る、初ステージのイオン札幌平岡ショッ

ピングセンター会場ではいきなり会場主催者賞を

受賞しました。

今年も2日間にわたり同行してくれた札幌今金

会 (会長 丸山恵敬)の方々 。 チームを陰で支え

てくれる全道YOSAKOIソ ラン祭りには欠

かせない存在となっています。

ソーラン祭

美利，可小学校(6ハ7)

花石小学校(6/10)

神丘小学校(6/17)

YOSAKOI 
『賞』初会場でいきなり

八束小学校(6/16)

各小学校大運動会

全道

金原小学校(6ハ7)

第10回

〕9
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斗」。
れソ祭'u-

v
」てつ

三
恥
凸
風
つ
ボ

日

よ
ン
ロ

以

ヤ

月

み

リン

8 (日)

-場所 デ ・モーレン広場

・時間 12 : 00~20 : 00 

※催し物盛りだくさん ピリカ夏まつり
7月22日 (日)

10: OO~ 15: 30 

・場所 ピリカダム周辺

・主な行事内容

+eっと2ハじみ1f:.邸乙ヨー
+r筋肉番付』でお馴染みのストラックアウ
ト・からくり城・ハンマーコング・バスケッ

トナイン.ダム見学会・北電発電所見学会.

ヤマメ親子釣り.よさこい.遊びコーナー.

体験コーナー.販売コーナー.パークゴルフ

大会.スキットレーシング大会

• -期日第7固めざせウッドストック

24時間キャンプ、ライブ140。

「地球の回る音が聞きたいJ

皆さんの参加で生まれた手作りライブです。

出会いの感動で地球の回る音を聞きませんか。

.日時 7月28日(土)I'M1:40

~29 日(日) PM1 :40 

.湯所:愛指令ランド(字神丘)

・主催 がんばるべや実行委員会

.お問い合せ 阿知波一道

TEL/FAX 01378-2-0174 

t 

ー• 

「
私
た
ち
の
学
校
」

神
丘
小
学
校天

沼六
年

私
の
通
っ
て
い
る
神
丘
小
学
校

は
、
人
数
が
少
な
く
て
全
校
で
十

三
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
先
生
た
ち

と
お
じ
さ
ん
を
入
れ
て
も
十
九
人

し
か
い
ま
せ
ん
.

私
の
学
校
に
は
、
お
も
し
ろ
い

話
を
す
る
先
生
た
ち
が
い
ま
す
。

校
長
先
生
は
、
給
食
中
に
私
の
弟

の
幹
太
に
い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
い

て
、
時
々
意
味
の
わ
か
ら
な
い
話

も
あ
る
け
ど
、
よ
く
ダ
ジ
ャ
レ
を

言
っ
て
わ
ら
わ
せ
ま
す
。
田
中
先

生
は
、
ね
こ
の
す
ぐ
る
の
話
を
し

ま
す
が
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
で

す
。
お
も
し
ろ
い
話
を
す
る
先
生

た
ち
が
い
て
、
よ
か

っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
学
校
は
、
何
で
も
こ 望

ま
な
い
学
校
で
す
。

ブ
ラ
ン
コ
や
鉄
線
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
ラ
ケ

ッ
ト
な
ど
、
こ
ま
な

い
の
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
が
大
き
い
学
校
で
人
数
が
多

け
れ
ば
、
こ
ん
で
い
て
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
遊
べ
な
い
と
思
い
ま

す。
私
た
ち
の
学
校
は
、
先
生
た
ち

が
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
く
れ
ま

す
。
昼
休
み
や
放
課
後
に
、

三
回

ぶ
つ
け
を
し
た
り
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
し
た
り
し
て
、
遊
ん
で
く
れ

ま
す
。
私
た
ち
の
学
校
は
、
六
月
八
日

に
開
校
百
三
年
に
な
り
ま
し
た
。

前
の
日
に
、
祖
父
母
参
観
日
が
あ

り
ま
し
た
。
記
念
の
襟
語
は
、
三

年
生
以
上
で
書
い
た
も
の
を
体
育

館
で
発
表
し
ま
し
た
。
私
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
書
い
た
作

文
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
た
の
前
で
発
表
し
ま
し

た
。
そ
の
後
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
た
と
い
っ
し
ょ
に
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
も
や
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
神
丘
小
学
校
が
残
っ
て

い
て
ほ
し
い
で
す
。

E 町
.1¥雲暢窃まつり・
~リフレッシユ 無限大~
・と き/8月5日(日)午前10時~午佳3時

・ところ/八宜町乳4育成牧母
※会均へは. J R八雲駅からのンャトルパ

スがあります.

八重町が跨る耐胞郷田象徴と吉える『八

宮町乳牛TfJ&牧町』で、立の 日.の~んび
り京篠や瓦人と過ζ して見ませんか 9おい

しい八諮の味覚 楽しいイベント盛りだく

さんで切

《お11JIい合打せ先》八宮牧喝まつり実行委員 l 
会八l!町商工観光労政蹴 』

801370-2-2111 内相342 J 

]リド-JL交涜ネットワーワ陪報

-日時/7月初日(金) 午前11時
・場所/太偽海水浴場(シャワー

北槍山町
・ふとる海水浴場『海ぴらきj・

室、 トイレ完備)

瀬制町
大好評発売中 11 

吟副酒吟子物語 ffiE埋み』

先日尭売が開始された時子物括的時醸酒

「花哩みJが、町内の告酒販匝で大好評毘売

中です.すっきりとしたのどごしのお酒と

(-

「
ぼ
く
た
ち
の
学
校
」

神
丘
小
学
校
六
年

坂

井

ぼ
く
た
ち
の
学
校
は
、
い
い
学

校
で
す
。
ぼ
く
た
ち
の
学
校
で

は
、
先
生
た
ち
が
遊
ん
で
く
れ
ま

す。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
や
、
三
回
ぶ
つ
け
な
ど
を
し
て

遊
び
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
の
学
校

は
、
人
数
は
少
な
い
け
ど
楽
し
い

で
す
。
人
数
が
少
な
い
か
ら
、
ぽ

く
た
ち
が
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
ら
、
先
生
が
一
人
一
人
に

わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま

す
。
ぼ
く
た
ち
の
学
校
は
、
十
三
一

人
で
す
。
先
生
と
お
じ
さ
ん
を
合

わ
せ
て
、
十
九
人
で
す
。
お
じ
さ

ん
は
、
早
く
き
て
そ
う
じ
を
し
た

り
、
教
室
を
あ
た
た
め
て
く
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
草

か
り
も
し
て
く
れ
て
、
学
校
の
ま

わ
り
が
き
れ
い
で
す
。
ぼ
く
た
ち

の
学
校
は
、
今
年
で
開
校
百
三
年 翼

No.39 

-催し/特産品が当たるOxクイ
ズ、ホタテまき、宝入り

もちまき

《お問い合わせ先》

北約山町観光協会

301378-4-5406 

なっておりますので 皆さんぜひ味わって

.価絡/1.sn 3 ， 000円 720 ~ ' J'W， G50Pl 

Eお問い合わせ先/瀬棚困T酒販眉組合

(事務局瀬棚町商工会内801378-7-3135)

みてください.また、お土産や閤り物などに

もお使いください.

・販売庖/瀬棚町内の各酒販庖

ゥ島
ー• 

に
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
は
毎

年
、
空
き
缶
拾
い
を
し
て
い
ま

す
。
毎
年
、
空
き
缶
が
落
ち
て
い

ま
す
。
今
年
ぽ
く
の
グ
ル
ー
プ
は

三
百
個
近
く
拾
い
ま
し
た
。
ぼ
く

た
ち
の
学
校
に
は
、
神
丘
繁
明
太

鼓
が
あ
り
ま
す
。

四
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
九

人
で
た
た
い
て
い
ま
す
。
本
番
に

向
け
て
、

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

練
習
は
カ
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
い
る

の
で
、
手
に
ま
め
が
で
さ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

ぼ
く
た
ち
は
、
よ
く
わ
ら
い
ま

す
。
校
長
先
生
は
ダ
ジ
ャ
レ
を
よ

く
言
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
で
す
。

ぽ
く
た
ち
は
、
天
気
の
い
い
日
は

よ
く
外
に
出
て
遊
び
ま
す
。
ブ
ラ

ン
コ
に
乗
っ
た
り
、
鉄
棒
や
サ
ッ

句U~ 

文成町
・がっぽり海の幸フエスタ
i nねっためがじて大成・
-山間日/7月28日(土)
・場 所/辺町駅てつくいラン ド大戚

その名のとおりウニ アワビなどの地元

町新鮮な海産物、恒例の超大物?ヒラメの

つかみどり、アワビもちまき、丸違神楽.!A

京都祇園祭りの流れをくむ8台

の山車が巡行。山車それぞれの独

自の太鼓やお磯子の聞き比べ、夜

テニスコートや亜動ll!.カラ 舗装の避

歩道などが盤曲された広大な総合公園です.

今まさに アヤメやスイレンの花が咲き

時り 道内外から多くのキャンパーが勧れ

迎式肢の師土芸能、よさこいソーラン、歌話

ショー (S TV 公1I11~養育(花火大会などのイ

〕0
 
1
 
〔

ぺン卜が唖りだくさんのフェスティパル.

4お問い合わせ先P
大成町観光協会事務日(役時内1
801308・1-5511

7時からは御輿の繰り歩きやヨサ

、、
熊石町
.楓崎神社例文書提.

コイソーランの共演と祭一色。

・日時/8月14日 関内~恨崎
15日鮎J II ~根崎

・山車行列/午後 l時出発

ています.

・キャンプ時料金(1泊分)。大人300円

小人100円

副パンガロー料金()泊分脱 '1. 000円

• ~
崎
市
ヌ

町
↓
ヅ

部

円
相

・3
ゆ
園

『

J

吉、一

長
一二制
く
噌
t
~
長
• 

《お問い合わせ先》

公団管理棟 801377-2-5854 

カ
ー
を
し
た
り
し
て
遊
び
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
は
、
人
数
が
少
な
い
か

ら
七
人
で
や
っ
た
り
、
四
人
で
や

っ
た
り
す
る
の
で
大
変
で
す
。
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
時
も
あ
り
ま

す
。
ぼ
く
は
、
放
線
後
に
先
生
た

ち
と
い
っ
し
ょ
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
す
る
時
が

一
番
楽
し
い
で
す
。

杉

本

あ

つ
反日即T蕪i老号泥Z久き巨主
転Z答S風f神tに 閲吉木E
のをや父ぷ足fのの
洗2避さ空Z前fと集E伐e
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水干て 背Z後tれのれ
地ち新kさろべ果はて
に茶Eのにーそて初h
星tを太古蝶2かず夏か
涼手海ぃ古ζ のヨ き 明号の
しれよ供t固た易干空Z
にり 植ぅし広2
け えむ
りの

子こ

戸

沢
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子
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直
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ち
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辻
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子
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機
俳
句
に
陥
本
来
お
り
仮
名
俗
本
穫
で
す
が
・
総
も
が
民
み
や
す
〈
-
と
の
主
旨
に
よ
り
あ
え
て
付
記
し
て
い
ま
す
.
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食中毒予防の3原則
①食中毒の原因菌をつけない(i青潔)
-調理器具は清潔に使い分けをしましょう。

.調理前には手洗いを。

・原材料はよく洗って使いましょう。

②食中毒の原因菌を増やさない(迅速又は冷却)

-早めに食べる

・食品の保存には温度に気を付けましょう。(低

温管理)

.相互に汚染しないようにしましょう。

③食中毒の原因菌をやっつけろ(加熱→殺菌)

・早めに調理し十分に加熱する。

-調理後食べるまでに時間がかかるものは

[冷却]→[冷蔵]→[再加熱]

夏は食中毒の多発するシーズンです。患者さん

は激しい腹痛、下痢、発熱等で何日もつらい思い

をします。

昨年、北海道では115件の食中毒が発生し、その
うち85件(7'11，-セント)が 7. 8・9月の発生で
す。原因施設別では家庭が21件(18パ セント)、
営業施設19件(17パーセント)、給食施設5件(4パ
ーセント)の順でした。

食中毒は食品、調理器具等を次の3つの原則に
従って取り扱うことによって防くtことができます。

家庭での食中毒を予防し、楽しい夏を過ごしまし
ょっ 1 1 

-電話番号

o 1 3 8 -4 3 -8 740 
-犯罪被害者及びその家族の方の相談室

。犯罪給付金制度

この制度は、故意の犯罪行為により不慮、の死を

遂げた被害者の遺族方や障害を受けたり、一定の

用件に該当する傷病を受けた被害者の方に対して、

医が給付金を支給する制度です。犯罪給付制度は、

犯罪被害者等に対する唯一の公的な経済支援制度

です。

or被害者支援要員制度」
被害者支援要員制度は、重要な事件・事故発生

直後の被害者等に対する各種支援を行う制度です。

Oホームベージでも相談を受付ています
北海道響察ホームベージ

I1llp://間引 police. pref. l1okkaido. jp/index. I1lml 

l回

また、両条例とも昔情、異議申立等はありませんで

した。なお、詳細については、役場総務課総務係へお

問い合わせください。

夏の食中毒を防ぎましょう

①情報公開条例/公開申請件数 O件

②個人情報保護条例/開示請求件数 1件

個人情報取扱件数 47.077件(町長部局

47. 070件、選挙管理委員会7件)

③情報公開 ・個人情報保護審査会開催回数

北海道八雲保他所北海道八雲保健所今金支所
今金地方食品衛生協会

区 分 志願受付
第 1次試験
試験 日 試験会場

啓 候 有有 土 8月6日(月) 今金

一般曹候補学生
~ 9月16日(日) 函館・松前

9月7日(金) 八雲・江差

8月6日(月)
航 空 学 生 ~ 9月22日(土) 函館

9月7日(金)
9月13日(木)

看 ~~ 学 生 ~ 10月23日(日) 函館
10月12日(金)
9月13日(木)

11月10日(土)
一般 ~ 函館

防衛大学校 10月12日(金)
~11 日(日)

推賂
9月5日(水) 9月23日(日) 防衛大学校
~7 日(金) "-""'2LI日(月) 横須賀
9月13日(木)

11月3日(土)
防衛医科大学校 ~ 函館

10月12日(金)
~4 日(日)

自衛官採用試験日程等のご案内

O函館方面本部相談センター
相談内容

性犯罪、少年問題等に関する悩みごと

.m話番号
o 1 2 0 -6 7 7 -1 1 0 
o 1 3 8 -5 1 -9 1 1 0 (聴力障害者用ファ
クス兼用24時間受付)

0北檎山警察署相談室
・相談内容

各種警察相談

電話番号

4-6110 

0函館被害者相談室
毎週水曜日(祝祭日を除く)

午前10時00分から午後3時00分までの問

昨年10月から施行された両条例についての運用

状況をお知らせします。

2次試験等詳しいことについては
自衛隊函館地方連絡部今金募集事務所まで

B01378-2-0258 

運用状況をお知らせします

採用

試験日

9月19日(水)
23日(日)
2，1日(月)

今金町情報公開条例及び

今金町個人情報保護条例

9月7日(金)

志願受付

締切日

2等陸田海・空士

( 3・4月入隊)

分区

• 

• 

• 

• 

宝くじに閉するお問い合わせ'" 枚300円
携劉業銀行宝くじ郁 仁孟訂園田

宝くじラッキライン係 閣IiJllm 圃
1等2億円X44本/前後甑叩万円 2等1億円 X132本 花L03剖 44-4192 直 E・・
昨年のサマージャンボ宝くじ(第411回全国自治宝くじ)の時

効が平成13年 8月20日と迫っておりますのでお忘れなく。

|宝くじの収益金は市向明付蜘まちづくりに使われ吋す目

午
後

i
時
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午
後

5
時

・
7
月
初
日
(
木
)

午
前
9
時
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時

。
連
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檎
山
職
業
相
談
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| 一|7 月~日(月!I;]月 3 日(金~

椙
山
旭
蹴
道
民
円
辛口
E

議

幡
成
員
を
募
集

(発売総額1.320億円 44ユニットの場合)

1等 一一'"門一一 .............44本
1寄与の附宅金賞..... .. . 5.000方向一 一総本
1等の組違い貧 '"方門 4.356本
2簿一 1億円 一一 m本
3等 問。万円一一一一.-.440本
4~" ....10方向 ..4，4川本
5努 1方向 脇 0.000本
6等 3.00C同 4，400.0ω本
7等 00"門 44，OOCω0本

摘せん日:8月14日(虫}
サマ ジヤノポ宝くじ1;通信販売でもお求めになれます。
どうぞご利用下さい。

年
早童
相
談
日
の
ご
案
肉

槍
山
支
庁
で
は
、
地
域
の
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん

と
支
庁
長
が
意
見
交
換
を
行
い
、

地
域
に
根
ざ
し
た
政
策
形
成
を
図

る
た
め
、
次
の
と
お
り
地
域
道
民

円
卓
会
議
構
成
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
と
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

。
と

き

7
月
初
日
(
木
)

午
前
日
時

1
午
後
2
時
ま
で

(
午
後
口
時
∞
分

1
l
時
ま

で
昼
食
)

。
と
こ
ろ

室。
相
談
員

なんと2等の
1億円が 132本

役
場
l
階
町
民
相
談

ミ
ぞ
れ
じ
で
す
か

『峨
察
審
査
口
百
』

O
テ
l
マ
・
「
女
性
の
視
点
か
ら

見
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」

O
応
募
資
格

槍
山
管
内
に
居
住
し
て
い
る
満

州
山
歳
以
上
(
平
成
同
年

4
月
1
日

現
在
)
で
、
道
政
に
対
し
て
関
心

を
持
ち
、
道
の
行
政
施
策
に
つ
い

て
積
極
的
に
意
見
を
い
た
だ
け
る

女
性
の
方
。

O
募
集
人
員
/
管
内
で

5
名
以
内

O
任
期
/
平
成
同
年
度
か
ら

2
年

間O
応
募
期
限
/
平
成
日
年
7
月
お

日
(
水
)

O
応
募
先

・
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
槍
山
支
庁
地
域
政
策
部

地
域
政
策
課

《
担
当
主
査
(
調
整
)
和
田
》

函
館
社
会
保
険

事
務
所
職
員

《
町
民
課
年
金
係
》

交
通
事
故
・
詐
欺
・
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち

の
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ

り
ま
す
。

申
立
に
は
、

一
切
費
用
は
か
か

り
ま
せ
ん
し
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
下
記
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『

H
い
三
口

市町村新興
全国自治宝くじ

おハ l
Z日日 E
ら l
せつ

つ
か
ら
の

E-rna i 1 : h i yama. se i -chose i l@pref. hokl<a i do. jJ) 

社会福祉協議会だより 13. 6 .10 
出光の星学園、盟持園、社会福祉協続会への
多額のご寄付 ご厚意ありがとうございました。

(敬称略)
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園

彦

子

一

治
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学

学

恵

護

然

正

千

兼

勇

養
自

則
村
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制
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相
次
津
藤
村
附
藤

玉

の

た

幌

館

石

5
4
f
L
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E

 

O
光
州
け
高
紐
竹
石
佐
高
傾
加

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な
お
、
北
檎
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
平
成
同
年
7
月
分

・
7
月間
ω
日
(
水
)

〒043-8588

檎山郡江差町字陣屋UIJ336-3

TEL: 01395-2-1010 (内線2194)

義

FAX: 01395-2-5264 
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※
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は
、

お
早
め
に
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

八
雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

aa
、，d
'

3

7

}

2

3

、，J
S

金
》
》

の
納
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
納
め
忘
れ
の
な
い
便
利
な
口
座
振
替

わ
手
続
芯
役
場
1
諸
税
務
課
ま
で



わ
回

目

回
目

掠
閉
口
圃

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ

れ
で
も
が
、

町

の

歴

史
や
自
然

・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や

学
校
、

地

域

社

会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意

を

も

っ
て、

自

ら

楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合

い
ま

し
ょ
う
。

社会教育

だより
第296号

健
康
促
進
は
歩
く
こ
と
か
ら
日

. t!'l:: 5
月
幻
日
(
日
)
美
利
何
で
へ

ル
シ

l
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
の
つ
ど
い

が
行
わ
れ
小
学
生
か
ら
中
高
年
者

ま
で
の
将
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
へ
ル
シ
!
ウ
ォ

l
キ
ン

グ
の
つ
ど
い
に
は
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ト

レ
ー
ナ
ー

・
心
理
相
談
員
、
寺
島

さ
な
え
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「自

分
流
ウ
ォ
l
キ
ン
グ
の
す
す
め
」

と
題
し
、
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

を
兼
ね
た
歩
き
方
講
座
が
開
か
れ

ま
し
た
。
美
利
河
小
学
校
体
育
館

内
で
行
わ
れ
た
講
座
で
は
、
歩
く

と
き
の
正
し
い
姿
勢
や
衰
え
や
す

い
下
半
身
の
効
果
的
な
鍛
え
方
な

ど
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

講
義
終
了
後
、
美
利
河
小
学
校

前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
約
8
M
先
の

コ
ー
ル
地
点
、
美
利
河
山
の
家
を

目
指
し
て
マ
イ
ペ
ー
ス
で
歩
き
始

め
た
参
加
者
逮
が
心
地
よ
い
汗
を

か
き
な
が
ら
、
ま
た
、
楽
し
そ
う

に
会
話
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

ゴ
ー
ル
地
点
の
美
利
河
山
の
家

で
は
保
健
婦
さ
ん
に
よ
る
健
康
診

断
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
血
圧
測

定
や
健
康
相
談
を
行
い
、
健
康
管

理
を
大
切
に
し
て
い
る
参
加
者
が

数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

へ
ル
シ

l
ウ
ォ

1
キ
ン
グ
の
つ

ど
い
は
秋
、
冬
に
も
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
の
で
是
非
参
加
し
て
み

て
下
さ
い
。

• • 

〈
支
援
〉
で
つ
く
る

学
び
の
ま
ち
づ
く
り
』

『
〈
自
主
〉

と

p
a
r
t
3
 

1
第

2
次
今
金
町
社
会
教
育
中
期
計
画
よ
り

i

人
々
に
は
、
よ
り
良
い
人
生
を

営
む
た
め
に
、
そ
の
成
長
や
発
達

過
程
に
応
じ
て
、
身
に
つ
け
る
こ

と
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
事
柄

が
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
発
達
課

題
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
が
そ
れ

に
あ
た
り
ま
す
。
第

2
次
中
期
計

画
で
は

6
つ
の
年
代
層
に
区
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
で
学
ぶ
こ

と
が
必
要
な
事
柄
に
ふ
れ
て
い
ま

す
。
口
乳
幼
児
層

O
各
種
の
危
険
か
ら
身
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
運
動
機
能
の
発

達
を
促
す
。

O
言
葉
の
表
現
力
の
発
達
を
促
し

豊
か
な
感
性
を
養
う
。

O
食
生
活
、
睡
眠
、
排
池
、
敵
乳

な
ど
基
礎
的
生
活
習
慣
を
養
う
。

O
身
近
な
生
活
の
中
で
善
悪
の
区

別
を
身
に
つ
け
る
。

O
真
似
る
こ
と
か
ら
身
近
な
事
柄

や
現
象
に
興
味
関
心
を
も
っ
。

O
身
近
な
用
具
を
使
い
自
ら
運
動

す
る
こ
と
で
健
康
な
体
を
つ
く

る
。
O
家
事
や
仕
事
の
手
伝
い
を
最
後

ま
で
や
り
過
し
、
継
続
性
を
養

・つ
。
O
仲
間
と
の
遊
び
を
通
し
て
友
達

関
係
の
大
切
さ
や
社
会
生
活
の
ル

ー
ル
を
学
ぶ
。

O
成
功
と
失
敗
の
生
活
体
験
を
さ

せ
、
自
主
性
や
創
造
性
を
養
う
。

O
美
し
い
も
の
や
清
ら
か
な
も
の

を
大
切
に
し
、
弱
い
も
の
小
さ
い

も
の
を
認
識
し
愛
護
の
心
を
養

う。O
自
然
に
親
し
み
優
し
い
心
で
動

植
物
に
接
す
る
。

O
感
謝
す
る
気
持
ち
ゃ
思
い
や
り

な
ど
豊
か
な
心
を
養
う
。

O
数
量
や
形
な
ど
に
関
心
を
持

ち
、
物
づ
く
り
や
絵
を
揃
く
な
ど

の
活
動
が
控
か
に
な
る
よ
う
に
す

る
。

問
い
合
わ
せ
は
、

二

三

四
八
八

前
固
ま
で
猿
人
の
こ

と
に
つ
い
て
述
べ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
そ

の
次
の
段
階
で
あ
る
原

人
の
話
に
進
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
の
猿
人

か
ら
、
ど
ん
な
ふ
う
に

ホ
モ
属
つ
ま
り
原
人
に

な
っ
た
の
か
に
つ
い
て

は
人
類
史
上
空
白
が
あ

り
ま
す
。

2
0
0
万
年

前
に
な
る
と
、
脳
頭
蓋

が
ア
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ

ク
ス
よ
り
明
ら
か
に
大

き
く
、
顔
面
と
臼
歯
が

よ
り
世
話
蓉
な
標
本
が
目

立
つ
よ
う
に
な

り
ま

す
。
こ
れ
が
初
期
ホ
モ

属
と
呼
ば
れ
る
原
人

(
ホ
モ

・
エ
レ
ク
ト
ウ

ス
)
以
前
の
化
石
人
類

で
す
。
初
期
ホ
モ
属
の
標
本
は
従

来
、
ホ
モ

・
ハ
ビ
リ
ス
と
し
て

一

括
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ア
ウ
ス
ト

ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
と
比
べ
、
最
も
際

立
っ
た
特
徴
は
脳
が
切
%
ほ
ど
大

ビリカ遺跡への遠い道のりは)以
上
が
乳
幼
児
期
の
発
達
諜
題

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
学
ぶ
方
法
と

し
て
、
読
み
聞
か
せ
、
子
ほ
め
・
声

か
け
運
動
、
家
事
体
験
、
飼
育
体

験
、
昔
遊
び
、
動
植
物
の
観
察
や

自
然
観
察
、
野
外
活
動
体
験
、
友

達
遊
び
、
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
体

験
、
親
子
遊
び
、
父
親
の
職
場
訪

問
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

口
小
学
生
層

O
健
全
な
遊
び
を
通
し
て
社
会

性
、
活
動
性
、
自
発
性
を
養
う
。

O
自
ら
学
び
続
け
る
意
欲
と
態
度

を
身
に
つ
け
る
。

O
交
通
安
全
や
活
動
中
の
事
故
等

を
防
ぐ
た
め
の
学
習
に
努
め
る
。

O
自
主
的
に
責
任
を
も

っ
て
行
動

し
、
集
団
の
秩
序
を
理
解
す
る
。

O
友
情
の
尊
さ
を
理
解
し
友
達
と

の
正
し
い
交
際
を
身
に
つ
け
る
。

O
自
然
を
愛
し
、

美
し
い
も
の
に

感
動
し
、
崇
高
な
も
の
に
素
直
に

こ
た
え
る
笠
か
な
心
を
養
う。

O
地
域
の
構
成
員
と
し
て
奉
仕
の

心
を
養
い
、
社
会
規
範
を
守
る
態

度
を
養
う
。

O
自
分
や
他
人
の
自
由
の
尊
厳
と

自
分
の
行
動
の
責
任
や
忍
耐
力
を

養
う
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、
手

づ
く
り
遊
び
、
昔
遊
び
、
宿
泊
体

験
学
習
、
交
通
安
全
教
室
、
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
少
年
団
体
活

動
、
自
然
観
察
会
、
芸
術
鑑
賞
会
、

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
少
年
の
主

張
、
集
団
生
活
体
験
な
ど
が
必
要

き
い
こ
と
と
、
簡
単
な
打
製
石
器

を
使
用
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
こ

の
ホ
モ

・
ハ
ビ
リ
ス
の
そ
の
後
の

ホ
モ

・
エ
レ
ク
ト
ゥ
ス
へ
の
進
化

に
は
そ
の
起
源
と
同
様
な
お
不
明

な
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ゥ
ス
の
存
在

は
、
有
名
な
ジ
ヤ
ワ
原
人
や
北
京

原
人
の
化
石
の
発
見
に
よ
り
、
も

と
も
と
ア
ジ
ア
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

1
9
7

0
年
代
の
東
ア
フ
リ
カ
で
の
調
査

に
よ
り
約

1
7
0
万
年
前
の
ホ

モ

・
エ
レ
ク
ト
ゥ
ス
が
発
見
さ

れ
、
こ
こ
に
ア
フ
リ
カ
起
源
が
揺

る
ぎ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に

i
9
8
0
年
代
に
は

1
6

0
万
年
前
の
見
事
な
全
身
骨
格
が

発
見
さ
れ
、
体
の
大
き
さ
、
下
肢

の
長
さ
な
ど
で
は
現
代
人
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。
ひ
さ
し
の
よ
う
に
突

き
出
た
限
宿
上
隆
起
が
特
徴
で
あ

り
、
脳
容
量
は
ホ
モ
・
ハ
ビ
リ
ス

よ
り
大
き
く
、
現
代
人
の

7
割
前

後
で
す
。

ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ゥ
ス
が
出
現

し
て
ま
も
な
く
、
初
め
て
の
定
型

化
さ
れ
た
石
器
で
あ
る
ハ
ン
ド
・

ア
ッ
ク
ス
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
の
石
恕
の
出
現
は

ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ゥ
ス
の
進
歩
的

• • 
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

口
中
高
校
生
層

O
公
共
心
を
益
い
基
本
的
な
生
活

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
。

O
自
己
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に

集
団
の
目
際
達
成
に
協
力
す
る
態

度
を
身
に
つ
け
る
。

Q家
族
、
学
級
、
地
域
の
各
集
団

な
ど
で
の
地
位
、
役
割
の
取
得
に

つ
い
て
学
ぶ
。

O
異
性
を
正
し
く
理
解
し
、
も
の

ご
と
を
協
力
し
て
や
り
遂
げ
る
。

O
ふ
る
さ
と
づ
く
り
や
伝
統
文
化

保
存
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
ふ
る

さ
と
に
目
を
向
け
る
態
度
を
養

-つ
。
O
諸
外
国
と
日
本
の
違
い
を
認
識

す
る
と
と
も
に
諸
外
国
へ
の
理
解

を
深
め
る
。

O
自
ら
学
ぶ
態
度
を
身
に

つ
け、

将
来
を
見
通
し
て
必
要
な
知
識
技

能
を
身
に
つ
け
る
。

O
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心

身
を
鍛
練
す
る
。

以
上
が
中
高
校
生
層
に
お
け
る

発
達
課
題
で
あ
り
、
そ
の
方
策
と

し
て
緑
一
杯
な
ど
美
化
運
動
、
青

少
年
団
体
活
動
、
自
治
会
町
内
会

活
動
へ
の
参
画
、
郷
土
芸
能
サ
ー

ク
ル
、
郷
土
史
講
座
、
国
際
交
流
、

産
業
体
験
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
号
以
降
で
は
、
子
育
て
問
、

青
壮
年
層
、
高
齢
者
層
の
発
達
課

題
と
方
策
を
記
し
て
い
き
ま
す
。

(
つ
づ
く
)

な
身
体
特
徴
と
と
も
に
、
狩
猟
活

動
の
本
格
化
を
表
し
て
い
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

ホ
モ

・
エ
レ
ク
ト
ゥ
ス
は
、
少

な
く
と
も

1
0
0
万
年
前
頃
ま
で

に
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
へ
拡
散
し

ま
し
た
。
初
期
人
類
が
人
類
史

上
、
は
じ
め
て
ア
フ
リ
カ
か
ら
旅

立

っ
て
い

っ
た
の
で
す
。

(
つ
づ

く
)

〕aq
 
1
 
〔

新
発
見
!

何
の
化
石
?

去
る

5
丹
羽
日
に
化
石
発
見
の

通
報
が
あ
り
ま
し
た
。
通
報
し
て

下
さ
っ
た
の
は
、
今
金
河
川
事
業

所
河
川
管
理
指
導
員
の
中
山
晃

一

さ
ん
で
す
。
場
所
は
稲
穂
の
河
川

敷
で
、
長
さ
日
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ブ

ロ
ッ
ク
で

2
つ
あ
り
、
海
に
棲
む

動
物
の
化
石
と
お
も
わ
れ
ま
す
。

今
後
、
専
門
家
に
よ
る
鑑
定
を
依

頼
す
る
予
定
で
す
。

、.E'

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

討HV
 
よ
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守
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∞
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痴
呆
と
は
竺

-
痴
呆
は
病
気
?

痴
呆
は

「年
を
と

っ
て
物
忘
れ

が
ひ
ど
く
な
る
こ
と
」
と
考
え
て

い
る
人
が
い
ま
す
が
、
人
間
は
年

を
と

っ
た
か
ら
と
い

っ
て
皆
が
皆

痴
呆
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
初
め
て
痴
呆
と
呼
ば
れ
る
現

象
が
起
こ
っ
て
く
る
の
は
多
く
の

場
合
病
気
で
す
。
つ
ま
り
痴
呆
を

起
こ
す
病
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
年

を
と

っ
て
も
痴
呆
に
な
ら
な
い
の

で
、
実
際
的
歳
以
上
の
お
年
寄
り

の
何

%
は
痴
呆
で
は
な
い
の
で

す
。
む
し
ろ
、
痴
呆
を
見
た
ら
、
そ

の
背
後
に
は
痴
呆
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
何
ら
か
の
病
気
が
あ
る
は

ず
だ
、
と
考
え
る
こ
と
が
適
切
な

対
応
を
す
る
第
一
歩
で
す
。

-
〈〉脳
血
管
性
痴
呆

日
本
人
に
最
も
多
い
病
気
で

す
。
こ
れ
は
脳
に
血
液
を
供
給
し

て
い
る
血
管
が
破
れ
た
り
つ
ま
っ

な
に
が
原
因
。
.

た
り
す
る
た
め
に
、
脳
の
働
き
が

忍
く
な
る
病
気
で
す
。

〈〉
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

l
型
老
年
痴
呆

こ
の
病
気
に
な
る
と
脳
が
ど
ん

ど
ん
萎
縮
し
た
り
、
脳
細
胞
が
減

る
た
め
、
全
体
的
に
脳
の
機
能
が

落
ち
て
痴
呆
に
な
る
の
で
す
が
原

因
や
本
態
に
つ
い
て
は
ま
だ
よ
く

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
以
上
2
つ

の
病
気
に
よ
る
痴
呆
が
全
体
の

9

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

圃
こ
ん
な
症
状
に

圃
気
を
つ
け
て

記
憶
の
障
害

痴
呆
に
よ
る
記
憶
障
害
で
は
物

を
覚
え
込
む
能
力
が
最
初
に
障
害

さ
れ
ま
す
。
最
近
の
出
来
事
は
す

ぐ
に
忘
れ
、
同
じ
話
を
何
度
も
言

っ
た
り
し
、
自
分
が
話
し
た
こ
と

ま
で
忘
れ
て
し
ま
う
た
め
、
周
り

の
人
に
指
摘
さ
れ
て
も
納
得
で
き

な
く
な
る
の
で
す
。
そ
の
代
わ
り

昔
の
こ
と
は
後
々
ま
で
記
憶
が
保

た
れ
て
い
ま
す
。

• • 

健診を受けて明るい健康づくり

でみリ1

lb 

総合福祉施設内保阻セ/ター7月11日(水11
1

龍合福祉施設内保醒センター

持ち物母子手帳・タオル怠ど

持ち物母子手帳タオル主ど

持ち物母子手帳・タオルなど

能合福祉施設内保値センター

能合福祉施設内眠瞳センター

総合福祉施設

14: 20--]11: 50 

9 : 00-12 : 00 

7月1G日間1110:00-

7月211日(火)

7月9日ml

H11年11・12月生れの干

H13年3月生れの子

HI2年5.6月生れの子1'>ヶ月児他診

1.6歳児健診

見
当
識
の
障
害
(
失
見
当
式
)

自
分
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
が

分
か
ら
な
く
な
る
も
の
で
、
場
所

や
時
間
、
人
物
な
ど
の
見
当
が
つ

か
な
く
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
外

出
し
て
も
道
に
迷

っ
て
し
ま
う
、

ま
た
、
家
族
か
知
人
か
見
知
ら
ぬ

人
か
の
区
別
が

つ
か
な
か

っ
た

り
、
鋭
に
映
っ
た
姿
を
見
て
も
自

分
と
分
か
ら
ず

「母
親
が
い
る
」

と
言
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

3

意
欲
や
感
情
の
障
害

痴
呆
が
進
む
と
、
意
欲
が
な
く

な
っ
て
一
日
中
ぼ
ん
や
り
し
て
い

る
時
間
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
感
情
面
に
も
障
害
が
起
き
、

些
細
な
こ
と
で
怒
っ
た
り
一棋
を
流

す
と
い
う
よ
う
な
現
象
が
起
こ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

4

幻
覚
や
妄
想
、
夜
間
せ
ん
妄

幻
党
と
は
実
際
に
な
い
物
が
見

え
た
り
、
聞
こ
え
た
り
す
る
症

状
、
妄
想
と
は
現
実
に
は
な
い
こ

と
を
信
じ
込
ん
で
、
周
囲
か
ら
い

く
ら
説
得
さ
れ
て
も
訂
正
の
き
か

な
く
な
る
症
状
で
す
。
特
に
多
い

の
が
、
自
分
が
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
被
害
妄
想
や
、
お
金
を
盗
ま
れ

た
と
思
い
込
む
物
取
ら
れ
妄
想
で

す
。
ま
た
夜
間
騒
ぎ
出
し
た
り
す

る
症
状
を
夜
間
せ
ん
妄
と
言
い
ま

2 

*母子睡眠手帳 予器票を持
参下さい.予it需は缶荊医院
にも世世しております.

牢ツ反樟査はYlii控極桂必ず
2日目に判定しなくてはなら
ないのでご注意下さい.判定
できなければ BCG接種は
できません.

龍合福祉施設内保値センター
(富田院長)

組合福祉施設内保憧センター
(国保病院医師)

総合福祉施設内保障センター
(岩間院長)

満児で ツベルタリン
反応検査結巣が陰性の
幼児

*対象者には、日程表
にて ご案内していま
す。

ツベルク リン反応検査
BCG予防接極(集団援
組)

くお知らせ>

会無医地区巡回診療は、予約申込が必要になります。健康づくり係までご連絡ください.

治療費等は、病院と同じです.診察料金、保険証.70歳以上の方は老人医療受給者証も必要となりますのでお忘れのないよ

うお願いします.

<連絡先>今金町総合福祉施設と しべつ 82-2780 保健婦保健縞111:IDIl他Miづくり係

先日まで民間企業に勤めるOLでしたが、
会社員との結婚を機に退職し、専業主婦に

なりました。どのような手続きが必要ですか。

年金ワンポイント講座

固
包
国民年金の第3号被保険者となりますので、国民年金
担当窓口で加入の手続きを行ってください.

第3号被保険者になると、直接、国民年金の保険料を
納める必要はありません.保険料はその配偶者が加入し

ている厚生年金保険文は共済組合等において負担する仕

組みです.しかし、加入の届出を忘れると国民年金に加

入したことにはならず、年金額が少なくなったり、年金

を受け取れなく立ったりすることもあるので気をつけて

ください。

第3号被保険者の種別変更届をしてください

5 す

問
題
行
動

目
的
も
な
く
動
き
回
る
緋
佃
ゃ

い
ろ
ん
な
物
を
集
め
た
り
、
変
な

物
を
食
べ
た
り
、
火
の
不
始
末
、

排
池
物
を
い
じ
る
不
潔
行
為
な

ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
本
人
な
り
に

一
生
懸
命

や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
い
か
ん

せ
ん
、
痴
呆
に
よ
る
様
々
な
障
害

が
あ
る
た
め
、
周
囲
か
ら
見
れ
ば

「
問
題
」
行
動
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

次
回
は
「
痴
呆
の
方
の
介
護
方

法
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
.
 

• • 
飲
み
込
み
が

悪
く
あ
り
ま
せ
ん
か
っ

[摂
食
(
せ

っ
し
ょ
く
)
・
礁
下
(
え

ん
か
)
困
難
】

摂
食
・
版
、
下
と
は
、
食
べ
物
を

胃
に
送
り
込
む
ま
で
を
言
い

ま

す
。原
因
は
、
病
気
(
脳
血
管
疾
患
・

痴
呆
な
ど
)
に
よ
る
も
の
、
加
齢

に
と
も
な
う
生
理
的
機
能
の
減
退

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん

か

?

①
目
の
前
の
食
べ
物
が
何
か
認
識

で
き
な
く
な
っ
て
い
る。

・
食
べ
物
を
み
て
も
反
応
し
な
い
。

・
固
い
・
軟
ら
か
い
、
熱
い
・
冷
た

い
の
区
別
な
く
口
に
運
ぶ
。

②
唇

・

舌

ほ

っ
ぺ
な
ど
に
麻
痩

が
あ
る
。

・
口
か
ら
食
べ
物
を
こ
ぼ
す
0

.
よ
だ
れ
が
出
る
。

・
モ
グ
モ
グ
す
る
が
、
口
の
中
に

食
べ
物
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
残

っ
て
い
る
。

③
舌
の
奥
・
喉
な
ど
に
麻
痩
が
あ

る
。モ
グ
モ
グ
す
る
が
飲
み
込
ま
な

;主第3号被保険者とは?
被用者年金各法の被保険者または組合員の被扶養配偶

者であって、20歳以上60歳未満の者(サラリーマンの妻な

ど)をいいます.

し
・
モ
グ
モ
グ
し
て
い
る
最
中
に

む
せ
や
す
い
。

④
食
べ
物
を
食
道
へ
送
り
込
む

こ
と
が
で
き
な
い
。
食
べ
物
を

気
管
の
方
へ
飲
み
込
み
ゃ
す
く

な
っ
て
い
る
。
(
誤
脱
)

・
飲
み
込
む
と
む
せ
る
。

飲
み
込
ん
で
し
ば
ら
く
し
て

か
ら
む
せ
る
。

・
疾
の
か
ら
ん
だ
様
な
声
に
な

る
。
濃
厚
な
疾
が
出
る
。

・
水
で
む
せ
や
す
い
。

⑤
食
道
か
ら
の
逆
流
で
気
管
へ

飲
み
込
ん
で
い
る
。
(
誤
礁
)

・食
後
、
横
に
な
っ
て
か
ら
む
せ

る
。

・
発
熱
を
繰
り
返
す
。

.飲
み
込
ん
だ
も
の
が
逆
流
し
、

幅
吐
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
ん
な
症
状
も
要
注
意
!

-
体
重
が
減
る
。

・
食
欲
が
な
く
な
る
。

・
水
分
を
と
ら
な
く
な
る
。

.
食
事
時
間
が
長
く
な
る
。

.
食
事
が
疲
れ
や
す
い
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
食
事
の
姿
勢
の
工
夫
・調

理
の
工
夫
・
お
口
の
清
掃
・
お
口

の
体
操
等
を
お
納
め
し
ま
す
。

〕6
 
1
 
〔

| ご不明な点・ご心配な点などありましたいつでも健康づくり係にご相談下さい。 (H2-2180) 目
〕7
 
1
 
〔
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m，， "後ザη
(平成11年2月22日生まれ)

高華町鷲野車ーさん、真理子さんの2男
【親から]
ごはんが大好きな恵介です。
車よりバイクが好きで、おきにいりの
ポーズは 『仮面ライダーの変身j ! 
おどりも好きで我が家のお笑い系アイ
ドルです。 このまま明るく元気にたく
ましく育ってネ。

運転免許証更新時講習のご案内

-優良講習(30分講習)
. 7月25日、 8月2日
(午後 1ft寺)

北槍山町農村環境改善センター

・7月12目、 8月9日
(午後 l時)
今金町民センター

・一般講習(2時間)
・8月2日(午後2時)
北檎山間l農村環境改善センター

かえ

果永ちゃん

(平成11年6月11日生まれ)

昭和町 吉田明弘さん、郭子さんの長女
[親から】
くるくる巷き髪がチャ ムポイントの
立の干です。
歌が大好きで、十八番の 『ちゅうりつ
ぶ』は顔を紅潮するほどの熱唱ぷりです。
今度はお姉ちゃんになりますね。果永
・のお姉ちゃんぶりが楽しみです。

砂吉田提供してください

使い古しの綿製品!

国保病院では患者さんの消拭用に使用す

る、使い古しの綿製品が不足しています.

綿製品でしたら、何でも結構です。ご協

力をお願いします。

ご協力くださる方は、国保病院2階詰所

までご持参ください。

d 

O 

《今金町国保病院》

住民の動態
5月末現在

前月対比

7. 022人(ム 5)

3，633人(ム 6)

2. 730世帯 5)

会。*"今ややや
わが家のアイドル募集中

情報サービス係では田T広報紙の「わが家のアイ

ドルJ制lに掲載するアイドルを募集しています。

応募方法等詳しいことについては、総務課情報

サービス係にお問い合わせください。

口

数男

女

帝

人

世

-応募先及びお問い合わせは

役場2階総務課情報サービス係

TEL2-0111 (内線234) FAX2-2492 

imakane-soumu申hakodale，or.jp Eメール7ドレ1

正)南町

一)種J11宮前

夫)大和町

司)大和町

敬)寒昇

佳

淳

良

真

~おたんじようおめでとう

多国知弘ち" 5月 8日(保護者
ひ'"

吉田 陽菜色ゃん 5月 9日(保護者
こうき

横平 航輝ちゃん 5月16日(保務者
そよか

安達 奏花ちゃん 5月初日(保護者
たける

膏藤 壮らゃん 6月14日(保護者

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

乙

休日当番医
7月8日 道南ロイヤル病院(北袷山)
15日楢崎医院 (j頼棚)
20日今金町国保病院(今金)
22日 道南ロイヤル病院(北稔山)
29日今金町国保病院(今金)

(8月分については予定です)

8月5日 道南ロイヤル病院(北槍山) B4 -5011 
12日今金町国保病院(今金) B2 -0221 
19日 瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚) B7 -2470 
※当岳医が急きょ変更となる場合がありますので ご了承下さい。

里~ = ※診療時間
ttEEKt| 午前10時から正午まで

午後 l時から 3時まで

B4 -5011 
B7 -3021 
B 2 -0221 
B4 -5011 
B 2 -0221 

固いつまでもおしあわせに

。/，.加藤英樹さん(寒昇)ニ加藤ひとみさん(寒昇)

。/"湯浅 聖児さん(南栄町)=武田 美香さん(帯広市)

6/18佐藤 貴弘さん(春日井)ニ杉山 元子さん(昭和町)

日間
②
0
1
1
1
番

84歳(寒昇)

90歳(下稲穂)

92歳(豊寿図)

81歳(金原旭)

89歳(上花石)

80歳(神丘中央)

~おくやみもうしあげます

佐々木キミさん 5月15日

小岩染江さん 5月16日

小岩隆 さん 5月18日

岸本シス、ヱさん 5月19日

鈴木善作さん 5月31日

平野清雄九 6月9日

編
集
/
総
務
課
情
報
サ
ー
ビ
ス
係

(18) 
http目//www.hakodate.or.jp/imakane/

6月20日受付分まで

今金町ホームページ

⑨再生紙を使用しています。


